
　　

国
は
、
世
界
人
権
宣
言
が
昭
和
23
年
12
月

10
日
の
国
連
総
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
こ

と
を
記
念
し
て
、
昭
和
24
年
か
ら
、
毎
年
12

月
10
日
を
最
終
日
と
す
る
１
週
間
を「
人
権
週

間
」と
定
め
て
い
ま
す
。
こ
の
期
間
中
、
世

界
人
権
宣
言
の
趣
旨
お
よ
び
そ
の
重
要
性
を
、

広
く
国
民
に
訴
え
か
け
る
と
と
も
に
、
人
権

尊
重
思
想
の
普
及
・
高
揚
を
図
る
た
め
、
各

種
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
ず
は
、
一
人
ひ
と
り
の
意
識
改
革

か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か

　
「
人
権
」と
は
、「
す
べ
て
の
人
々
が
生
命
と

自
由
を
確
保
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
幸
福
を
追
求

す
る
権
利
」で
あ
り
、「
人
間
が
人
間
ら
し
く

生
き
る
た
め
に
、
誰
も
が
生
ま
れ
な
が
ら
に

持
っ
て
い
る
権
利
」で
す
。

　

換
言
す
れ
ば
、
誰
に
と
っ
て
も
大
切
な
も

の
、
日
常
の
思
い
や
り
の
心
に
よ
っ
て
守
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

　
「
人
権
」は
、
難
し
い
も
の
で
は
な
く
、
誰

で
も
心
で
理
解
し
、
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

し
か
し
、
現
実
に
は
保
護
者
か
ら
虐
待
さ

れ
て
命
を
落
と
す
子
ど
も
や
、
パ
ー
ト
ナ
ー

の
暴
力
な
ど
に
よ
る
犠
牲
者
が
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
高
齢
で
あ
る
か
ら
、
障
害
が
あ
る

か
ら
、
生
ま
れ
た
と
こ
ろ
が
違
う
か
ら
、
外

国
人
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
だ
け
で
、
い
わ
れ

の
な
い
差
別
を
受
け
て
い
る
方
々
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　

高
度
情
報
化
社
会
の
進
展
に
よ
っ
て
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵

害
や
名
誉
毀き

そ
ん損

な
ど
も
発
生
し
て
お
り
、
社

会
の
情
報
化
、
高
齢
化
、
少
子
化
が
進
展
す

る
な
か
で
、
人
権
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
平
成
26
年
６
月
に
策
定
し
た

「
薩
摩
川
内
市
人
権
教
育
・
啓
発
基
本
計
画
」

に
基
づ
き
、
よ
り
効
果
的
な
人
権
教
育
・
啓

発
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
・
事
業
所
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
場
に
お
け
る
人
権
尊
重
の
環
境
づ

く
り
の
た
め
、
市
や
関
係
団
体
と
の
横
断
的

な
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
社
会
全
体
で
意
識

改
革
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
取
り
組
み

　
「
人
権
の
花
運
動
」は
、
鹿
児
島
人
権
啓
発

活
動
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
が
昭
和
60

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
啓
発
運
動
で
、
主

に
小
学
生
を
対
象
に
実
施
校
の
指
定
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

花
の
種
子
や
球
根
な
ど
を
栽
培
す
る
作
業

を
通
し
て
、
協
力
・
感
謝
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
学
び
な
が
ら
、
情
操
を
豊
か
に
し
、
優

し
い
思
い
や
り
の
心
を
体
得
さ
せ
、
ひ
い
て

は
、
人
権
思
想
を
育
む
こ
と
に
つ
な
げ
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

　

本
年
度
は
、
川
内
小
学
校
が
同
運
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

「花（ひまわり）の栽培」

川内小学校での「人権の花運動」

開会式（５月）

12
月
４
日
～
10
日
は
人
権
週
間
で
す

考
え
よ
う
　
相
手
の
気
持
ち
　

   
育
て
よ
う
　
思
い
や
り
の
心

　
あ
な
た
の
考
え
る
人
権
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

　
一
人
ひ
と
り
が
人
と
し
て
幸
せ
に
生
き
る
た
め
に
、
私
た
ち
は

何
を
す
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
機
会
に
、「
思
い
や
り
の
心
」「
か
け
が
え
の
な
い
命
」に
つ

い
て
、
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。　

【
問
合
先
】＝
本
庁
市
民
課
企
画
総
務
グ
ル
ー
プ
（
23
）５
１
１
１（
内
線
２
５
６
１
）

　
　
ふ
じ
も
と
棚
田
米
作
り

昔
な
が
ら
の
稲
刈
り
体
験

観
て
、
食
べ
て
、
体
験
し
て

　
　
　

国
際
交
流
フ
ェ
ス
タ

　10 月 10 日（土）、国際交流センター・産
業振興センター開設 20周年と市国際交流協
会設立 10周年記念事業として、国際交流フ
ェスタが行われました。記念式典では、子
どもたちによる太鼓の演奏から始まり、フ
ラメンコ・フラダンス・太極拳などのパフ
ォーマンスが披露されました。また、世界
の料理が味わえる屋台コーナーや、交流・
体験コーナーなどもあり、多くの来場者で
にぎわいました。

　

　10 月 6 日（火）、湯田町の下湯田地区で、
伝統芸能の兵六踊りを伝承してきた住民の
有志により、踊りの場面を模した、かかし
10 体が設置されました。踊りは大人数で行
うことから、数年ごとにしか披露できない
ため、身近にあるかかしを通して、広く知っ
てもらおうと取り組んだものです。

　10 月 10 日（土）、樋脇町藤本地区におい
て、｢第 5回ふじもと棚田米作り｣の稲刈り
体験が行われました。市内外から 15人の参
加があり、昔ながらの手刈りや掛け干し作
業を体験しました。刈り取り後は、藤本産
の食材を使った昼食が振る舞われ、参加者
たちは笑顔で食事を楽しんでいました。

　10 月 17 日（土）、向田商店街のほっぴぃ
通りと l

リブンプラス

iven+の２会場で｢ごほうびマーケッ
ト in 向田｣が開催されました。テーマは｢自
分にごほうびを…」。１人でも、親子でも楽
しめる商店街活性化イベントとして、豚汁
の振る舞い、各種団体のステージパフォー
マンス、親子で参加できるワークショップ
などが行われ、1000 人以上の来場者でにぎ
わいました。

  

楽
し
み
が
盛
り
だ
く
さ
ん

　    

ご
ほ
う
び
マ
ー
ケ
ッ
ト
ｉｎ
向
田

樋脇

　10 月 17 日（土）、可愛山陵清掃奉仕作業
が開催されました。これは、第 30回国民文
化祭に向け、可愛山陵奉迎準備委員会の主催
で行われたものです。亀山・可愛・育英の
地区コミュニティ協議会をはじめ、小・中
学生やボランティア団体などの協力も得て、
参加者約 70人で可愛山陵と新田神社の清掃
が行われ、来訪者を迎える準備が整えられ
ました。
【写真・記事提供】＝可愛山陵奉迎準備委員会

国
民
文
化
祭
に
向
け
て

        

可
愛
山
陵
な
ど
を
清
掃

  

　
　
　兵六
踊
り
の
一
場
面
を
再
現

個
性
た
っ
ぷ
り
の
か
か
し
１０
体

川内

ま
ち
話
題

の

まちの話題

平成 27年 10 月 8日撮影

市
内
各
地
か
ら

咲
き
誇
る

　
キ
バ
ナ
コ
ス
モ
ス

　
　
　（
陽
成
町
宮
小
平
自
治
会
内
）
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